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 １．外部環境と相互作用する量子系の縮約されたダイナミクスは量
子マスタ?方程式によって記述される。量子マスター方程式を厳密
に導くことは非常に難しい問題であるが、外部環境が熱平衡状態に
調和振動子の集団で表される場合に、２次のＴＣＬ型量子マスター
方程式が厳密になる為の必要十分条件を導いた。また、量子系内に
存在する相互作用がその量子系の減衰にどのような影響を与えるか
を２量子ビット系や２準位?光子系を用いて明らかにした。 ２．量
子系のエンタングルメントは量子情報処理の必要不可欠のリソース
である。この為、エンタングルメントの性質を調べることは非常に
重要な課題である。まず、量子系にエンタングルメントが存在する
か否かを判断するPeres-Horodecki規範をコンカレンスと呼ばれるパ
ラメータを用いて導いた。更に、エンタングルメントが外部環境の
影響によってどのように減衰して行くかをブロッホチャンネルを用
いて調べ、縦緩和時間と横緩和時間の関係が本質的な役割をするこ
とを明らかにした。 

 1. Reduced dynamics of a quantum system 
which is placed under the influence of an 
environment is described by a quantum master 
equation. It is every difficult, in general, to derive 
an exact quantum master equation. When an 
environment consists of harmon
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教育内容 / Educational Pursuits

 学部では、量子力学Ｉ，量子統計力学、量子光学、及び物理学基
礎研究を担当。博士前期課程では、統計力学特論、量子物理学演習
を担当。

 

研究計画

 量子系の非平衡統計力学や量子情報の研究を通して、物理学における基礎理論の研究を推進する。
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